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イントロダクション

公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会では、2025年日本国際博覧会（大阪・関西万博）に

活用するための「E XPO 2025 Des ign  S ystem」を策定しました。

このデザインシステムは、万博のさまざまなインターフェースを統一し、アナログ・デジタルの境界

線を超えて一貫した体験を提供することを目的としています。E XPO 2025 Des ign  S ystem

の提供する体験を通じ、万博がより多くの人々に愛されるものになることを願っています。
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デザインシステム ｜ デザインポリシー

1

2

3

4

5

アナログとデジタル、現実と仮想の境界を横断する、一貫したブランド体験   

いのちを表現する「生きた」デザインシステム

未来のデザインのあり方を問いかける、実験性と革新性

参加と共創をうながすプラットフォームとしての「開かれたデザイン」

大阪・関西万博らしさをもったエネルギーとユニークネス

万博のデザインシステムは、生き物のように成長し、進化する構造を持っています。万博テーマである「いのち輝

く未来社会のデザイン」を体現するためには、スタティック（静的）ではなく、ダイナミック（動的）な要素のある

「生きた」デザインシステムが必要だという想いから、この構造を採択しました。

ホリスティックな視点で、一貫性をもったブランド体験を設計します。本万博は、現実の空間と同時に、バーチャ

ル空間にも会 場を持ちます。平面や映 像、グッズのようなリアルの要素はもちろん、A R（Augmented 

Re a l i t y =拡張現実）、VR（V i r tu a l  Re a l i t y =仮想現実）といったバーチャル空間においても、同じ万博という

ブランドを体験できるよう配慮されています。

ルールとしてのデザインから、問いかけるためのデザインへ。本万博のテーマは、「未来社会の実験場」。デザイン

システムもまた、未来のデザインのあり方を問いかけるような実験性と革新性をもっています。アルゴリズムを用

いるなど、テクノロジーを活用し、人と機械が共創するデザインプロセスを採択しました。このデザインシステム

は今後、ソフトウェアのようにアップデートされていきます。

1970年大阪万博のシンボルである『太陽の塔』は、過去・現在・未来を貫いて生成する万物のエネルギーを象徴

しています。こうしたダイナミックなエネルギーと、大阪や関西が持つ遊び心を忍ばせたデザインシステムを目指

すことで、新たな「大阪・関西万博らしさ」を構築します。

「個のいのち」をシンボライズする I Dと、「多様ないのち」が共創する未来をシンボライズしたGROU Pというデザ

インエレメント。この I DとGROU Pは、開かれた仕組みとなる可能性をもったシステムとして設計されています。

デザインの中に「余白」を残すことで、拡張性を担保し、多くの人々へ参加と共創をうながしていきます。

DESIGN
POLICY
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デザインシステム ｜ コンセプト
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デザインエレメントについて
（使用可能なもの）
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WORLD｜プライマリーカラー Inochi

メインのコアグラフィックである「Inochi」は、

次々と細胞分裂を繰り返し、成長するいのちを

表現しています。CELL（細胞）をイメージした

プライマリーカラーによって構成されており、い

のちの躍動や輝きを伝えます。

CELL（細胞）あり

CELL（細胞）なし カラー

PANTONE 485C
C0 M100 Y100 K0
R230 G0 B18
#E60012

PANTONE 3005C
C100 M50 Y0 K0
R0 G104 B183
#0068B7

PANTONE COOL GRAY 2C
PANTONE 877C halftone25% 
C5 M0 Y0 K20
R210 G215 B218
#D2D7DA

PANTONE  -
C0 M0 Y0 K0
R255 G255 B255
#FFFFFF
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WORLD｜クリッピング｜一覧

WORLDの一部を切り抜いたものを「クリッピ

ング」と呼びます。このクリッピングは、様々な

アプリケーションへと展開することが可能で

す。

クリッピングフレーム

中央の白い領域の中に公式ロゴマークやテキス

トなどの要素を入れて、フレームのように使用す

ることを想定したクリッピングです。

クリッピンググラフィック

グッズ、ポスター、バナーなどのヴィジュアルイメ

ージとして使用することを想定したクリッピング

です。組み合わせる要素はなるべく少なくし、ク

リッピンググラフィックが主役となるような使い

方を想定しています。

クリッピングを切り抜く箇所

色面のバランスが良く、アプリケーションへ展開

しやすい箇所を切り抜いたクリッピングフレー

ムを、フォーマットとして用意しています。

クリッピングフレーム

クリッピンググラフィック
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WORLD｜クリッピング｜クリッピングフレームのフォーマット｜NG 例

クリッピングフレームを使用する上で、誤りやす

い例を示しています。

一貫したブランドコミュニケーションを展開する

ためにも、右記のような使用は避けてくださ

い。 フォーマットで見えない部分を
見せる、または
フォーマットで見える部分を隠す

アンカーポイントを編集する

規定以外の方向へ
オブジェクトを移動する
（例：Cf01の調整時に下へ移動する）

規定以外のオブジェクトを編集する
（例：Cf01の調整時に「左」レイヤー
を移動する）

レイヤーの重なり順を変える

回転する

反転する

PAGE.07



EXPO 2025 Design System Guidelines Ver.1.0 

WORLD全体やクリッピングを使用する上で、

誤りやすい例を示しています。

一貫したブランドコミュニケーションを展開する

ためにも、右記のような使用は避けてくださ

い。

WORLD｜NG 例

色を変更する

形を変更する

他のエレメントと組み合わせる

変形（長体・平体・斜体・回転）する

ドロップシャドウを加える

　装飾（縁取り・立体表示）する

透過する

キャラクターとして使用する アウトラインで表示する
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GROUP

異なるいのちが集い、未来を共に生み出すための「共同体」

共同体を示すデザインエレメントの「GROUP」は、色や形の異なる IDの集合体です。このGROUPは大阪・関西万博の重要な要素である

「未来社会の共創」をシンボライズしており、共同体が「未来社会をデザインする」ための各プロセスが表現されています。異なる個性が出会

い（J o i n）、心を開き話し合い（S y n c）、未来へと共に動きはじめる（A c t）。個と個がオープンにつながることでアイデアが生まれ、

より良い未来をつくるための変化を起こしていきます。

使用シーン
「共創」を表現したい、意識させたいシーンで使用してください。

壁を超えて、他者に出会う

Join
心を開き、話し合う

Sync
未来へと動きだす

Act

デザインエレメント｜GROUP
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GROUP ｜ Join ｜ プライマリーカラー Inochi

Joinには、プライマリーカラーがあります。

プライマリーカラー Inochi

Jo01

Jo03

Jo02

PANTONE COOL GRAY 2C
PANTONE 877C halftone25% 
C5 M0 Y0 K20
R210 G215 B218
#D2D7DA

PANTONE 485C
C0 M100 Y100 K0
R230 G0 B18
#E60012

PANTONE 3005C
C100 M50 Y0 K0
R0 G104 B183
#0068B7

PANTONE  -
C0 M0 Y0 K0
R255 G255 B255
#FFFFFF
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GROUP ｜ Sync ｜ プライマリーカラー Inochi

Syncには、プライマリーカラーがあります。

プライマリーカラー Inochi

Sy01

Sy03

Sy02

PANTONE COOL GRAY 2C
PANTONE 877C halftone25% 
C5 M0 Y0 K20
R210 G215 B218
#D2D7DA

PANTONE 485C
C0 M100 Y100 K0
R230 G0 B18
#E60012

PANTONE 3005C
C100 M50 Y0 K0
R0 G104 B183
#0068B7

PANTONE  -
C0 M0 Y0 K0
R255 G255 B255
#FFFFFF
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GROUP ｜ Act ｜ プライマリーカラー Inochi

Ac01

Ac03

Ac02

Actには、プライマリーカラーがあります。

プライマリーカラー Inochi

PANTONE COOL GRAY 2C
PANTONE 877C halftone25% 
C5 M0 Y0 K20
R210 G215 B218
#D2D7DA

PANTONE 485C
C0 M100 Y100 K0
R230 G0 B18
#E60012

PANTONE 3005C
C100 M50 Y0 K0
R0 G104 B183
#0068B7

PANTONE  -
C0 M0 Y0 K0
R255 G255 B255
#FFFFFF

EXPO 2025 Design System Guidelines Ver.1.0 



EXPO 2025 Design System Guidelines Ver.1.0 

色を変更する

アウトラインで表示する他の図と組み合わせる

透過する形を変更する

装飾（縁取り・立体表示）する

ドロップシャドウを加える

変形（長体・平体・斜体・回転）する

キャラクターとして使用する

グラフィックを使用する上で、誤りやすい例を示

しています。

一貫したブランドコミュニケーションを展開する

ためにも、右記のような使用は避けてくださ

い。

GROUP ｜ NG 例
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公式ロゴマークとの組み合わせについて

PAGE.14



WORLD｜公式ロゴマークとの組み合わせ｜横長

クリッピングフレームに対する公式ロゴマークのサイズのバランスを示しています。

このページを参考に、クリッピングフレームに対して上下中央に公式ロゴマークを配置し

てください。

X 0.48X

A4 横など（1.414:1） 16:9名称
オリジナル比率

Cf01

Cf03

Cf04

Cf02

調整OK

調整OK

調整OK

調整OK
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Cf05
調整OK

Cf06
調整OK

WORLD｜公式ロゴマークとの組み合わせ｜縦長

X

0.48X

クリッピングフレームに対する公式ロゴマークのサイズのバランスを示しています。

このページを参考に、クリッピングフレームに対して上下中央に公式ロゴマークを配置し

てください。
A4 縦など（1:1.414） 9:16名称

オリジナル比率
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WORLD｜公式ロゴマークとの組み合わせ｜NG 例

WO R LDと公式ロゴマークを組み合わせる上

で、誤りやすい例を示しています。

一貫したブランドコミュニケーションを展開する

ためにも、右記のような使用は避けてくださ

い。

公式ロゴマークの取り扱いは、公式ロゴマーク

のガイドラインに従ってください。

写真や白以外の色を背景に使
う

ガイドラインにないクリッピン
グと組み合わせる

アウトラインをかけるなど、
WORLDのガイドラインに反
した加工をする

公式ロゴマークでクリッピング
の色面の大部分を隠す

WORLD全体と組み合わせる
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公式キャラクターとの組み合わせについて
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WORLD｜公式キャラクターとの組み合わせ

クリッピングフレームに対する公式キャラクターのサイズのバランスを示しています。

このページを参考に、クリッピングフレームに対して上下中央に公式キャラクターを配置

してください。

X 0.48X

WORLDに公式キャラクターを組み合わせる場

合に参考にしてください。

公式キャラクターと他団体のロゴマークや団体

名の組み合わせ方に関しては、公式キャラクタ

ーのガイドラインに従ってください。

X

0.48X
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WORLD｜公式キャラクターとの組み合わせ｜NG 例

WORLDと公式キャラクターを組み合わせる上

で、誤りやすい例を示しています。

一貫したブランドコミュニケーションを展開する

ためにも、右記のような使用は避けてくださ

い。

公式キャラクターの取り扱いは、公式キャラクタ

ーのガイドラインに従ってください。

写真や白以外の色を背景に使
う

ガイドラインにないクリッピン
グと組み合わせる

アウトラインをかけるなど、
WORLDのガイドラインに反
した加工をする

公式キャラクターでクリッピン
グの色面の大部分を隠す

WORLD全体と組み合わせる
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一体型との組み合わせについて
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WORLD｜一体型との組み合わせ

クリッピングフレームに対する一体型のサイズのバランスを示しています。

このページを参考に、クリッピングフレームに対して上下中央に一体型を配置してくださ

い。

WORLDに一体型を組み合わせる場合に参考

にしてください。

公式キャラクターと他団体のロゴマークや団体

名の組み合わせ方に関しては、公式キャラクタ

ーのガイドラインに従ってください。
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WORLD｜一体型との組み合わせ｜NG 例

WORLDと一体型を組み合わせる上で、誤りや

すい例を示しています。

一貫したブランドコミュニケーションを展開する

ためにも、右記のような使用は避けてくださ

い。

一体型の取り扱いは、公式キャラクターのガイ

ドラインに従ってください。

写真や白以外の色を背景に使
う

ガイドラインにないクリッピン
グと組み合わせる

アウトラインをかけるなど、
WORLDのガイドラインに反
した加工をする

一体型でクリッピングの色面
の大部分を隠す

WORLD全体と組み合わせる
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使用カラー・フォントについて
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カラー ｜一覧

グラフィックや
アクセントの文字色に使用

PANTONE 485 C
C0 M100 Y100 K0
R230 G0 B18
#E60012

Red

グラフィックや
アクセントの文字色に使用

PANTONE 3005 C
C100 M50 Y0 K0
R0 G104 B183
#0068B7

Blue

見出しの文字色に使用

PANTONE COOL GRAY 8C
PANTONE 877C
C5 M0 Y0 K60
R130 G132 B135
#828487

Mid Gray

見出しより小さい文字や
Mid Grayでは視認性を確保できない
文字に使用

PANTONE COOL GRAY 11C
C40 M10 Y10 K90
R34 G36 B38
#222426

Dark Gray

グラフィックや
視認性が重要でない飾り文字に使用

PANTONE COOL GRAY 2C
PANTONE 877C halftone25%
C5 M0 Y0 K20
R210 G215 B218
#D2D7DA

Light Gray

グラフィックや
白抜き文字に使用

PANTONE -
C0 M0 Y0 K0
R255 G255 B255
#FFFFFF

White

デザインエレメント以外のグラフィック要素や文

字には、右に示すカラーを使用してください。

一貫したブランドコミュニケーションの展開のた

めに、各色の基本的な用途を守り、他の色を使

わないようにお願いします。

禁止事項
W O R L Dに使用されているカラーは、I D、

GROUP、WORLD以外のグラフィック要素や

文字には使用しないでください。

EXPO 2025 Design System Guidelines Ver.1.0 PAGE.25



【参考】
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【参考】
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立体物への展開について
（参考イメージ）
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WORLD｜立体物への展開例｜球体（半球・曲面）

1.全体にクリッピングを使用する
曲面などにズレ・重なり・歪みができる場合は、程度が少なく、目立たない部分であれば許容します。

2.WORLDをパターン（連続した模様）にした布などを使用する
布の縫い合わせ部分などに生じるズレ・重なり・歪みは許容します。

クリッピング例（傘） 仕上がり例（傘）

クリッピング例（缶バッジ） 仕上がり例（缶バッジ）

3.クリッピングとベタ（赤・青・グレー・白）を組み合わせる

仕上がり例（ビーチボール） 仕上がり例（キャップ）

下に示した３つの方法を推奨します。これらを目安とし、実際の制作物のサイズや形状などに応じて調整してください。

パターンにした例 仕上がり例（キャップ）
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WORLD｜立体物への展開例｜円柱・円錐

1.クリッピングを使用する
正面以外（目立たない箇所）でのつなぎ目などで生じるズレ・重なりは許容します。 正面以外（目立たない箇所）でのつなぎ目などで生じるズレ・重なりは許容します。

2.クリッピングとベタ（赤・青・グレー・白）を組み合わせる

3.WORLD全体を使用する

下に示した３つの方法を推奨します。これらを目安として、実際の制作物のサイズや形状などに合わせて調整してください。

デザイン例

仕上がり例（円柱） 仕上がり例（円柱）

正面 裏面

仕上がり例（円柱）

デザイン例

デザイン例正面 裏面

正面 裏面
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WORLD｜立体物への展開例｜四角柱・三角柱

1.面ごとに異なるクリッピングを組み合わせる 2.クリッピングとベタ（赤・青・グレー・白）を組み合わせる

正面

仕上がり例（四角柱） 仕上がり例（四角柱）デザイン例 デザイン例

デザイン例

下に示した2つの方法を推奨します。これらを目安として、実際の制作物のサイズや形状などに合わせて調整してください。

正面 裏面

仕上がり例（四角柱）

正面 裏面

正面 裏面
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お問い合わせ先

ガイドラインに関するお問い合わせは、こちらまでご連絡ください。

公益社団法人 2025年日本国際博覧会協会

機運醸成局  企画部  企画・推進課　ライセンス担当

l i cense - of f i ce@expo2025.or. jp
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